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小学部

J１・J２・小Aクラス
（小学１～３年生）

小B・小C・小Dクラス
（小学４～６年生）

中学受験特訓
（小学４～６年生）

■落ち着いて問題に取り組む

■丁寧に読み、丁寧に図にし、丁寧に書く

■自分の力で解く楽しさを知る

■入試問題ならではの解き方を会得する

■ジャンルを問わない実戦練習を積む

■志を同じくする者同士で切磋琢磨する

■これからずっと役立つ思考力をつける

■各教科の根幹となる知識を確実にする

■学ぶ姿勢を作り、勉強を楽にする

低学年から一貫した思考教育で、
その場しのぎの知識ではなく、

一生役立つ「学ぶ力」
を身につけます。

中学受験は思考力と思考力の戦いです。
　中学受験は、 決められた 「範囲」 というものがない、

まさに思考力勝負の場です。 大人からすれば中学範囲・

高校範囲の知識が必要なものでも、 少し解説を加えれ

ば解けるという前提で出題されるからです。 そんな中学

受験を勝ち抜くためには、 問題を解くために必要な知識

を本当に理解して使いこなせるようになることと、 解けるま

で考える姿勢を身につけることです。

　灘学習院では、 最初は普通レベルの子でも、 ４年生

の段階から入試レベルの問題を扱い、 入試ならではの

問題の解き方を 「テクニック」 として解説して終わるので

はなく、 本当に子どもたちが納得できるまで考えさせるこ

とで、 難関校を目指せるだけの学力を備えた子に変えて

いきます。

灘 ・神戸女学院 ・甲陽 ・神大附属等を目指す

最上位クラス

六甲 ・関学 ・神戸海星 ・附属池田 ・高槻等を

目指すクラス。

灘 ・神戸女学院 ・甲陽 ・神大附属等、 最難関

中学を目指す最上位クラス

六甲 ・関学 ・神戸海星 ・附属池田 ・高槻等、

難関中学を目指すクラス

甲南 ・甲南女子 ・三田学園 ・親和等、 人気の

中学を目指すクラス

　分からない問題を前にして、 周囲

の音が聞こえないくらい集中している

瞬間は、 お子様自身が主体的に問

題に取り組み、 最大限頭が働いて

いる状態です。 高学年になって、

難関校に合格したり、 中学生になっ

ても学年トップをキープしたりするよう

な子は、 どんな問題を前にしても、

自分自身をこうした状態にもっていく

ことができ、 解けるまでこの状態のま

まで取り組める子です。

　低学年から塾に通うことの大きなメ

リットは、 好奇心が旺盛で、 分から

なければすぐ教えてもらう勉強に慣

れていない今の時期が、 自分自身

で考える姿勢を身につけやすいとこ

ろにあります。 低学年でこの姿勢を

身につければ、 高学年以降、 他の

お子様とは比べ物にならないほどの

伸びをみせてくれます。 また、 授業

で丁寧に取り組む姿勢は、単に 「字

がきれい」 という外見上の問題では

なく、 丁寧に読み取る、 丁寧に説

明する、 という学習を進めるうえで

非常に大切な要素となります。 量に

追われていない今が始め時です。

　中学受験はしないけれども、 受験

をする子と同じくらいのしっかりとした

学力はつけたい、 とお考えの方へ。

灘学習院の授業の大きな特徴は、

受験特訓等の追加授業以外は、 中

学受験をする子もしない子も、 同じ

教室で頭を鍛えるところにあります。

自分の力で考える姿勢を身につける

ことは、 受験の有無にかかわらず、

全てのお子様に必要なことだからで

す。 特に、 中学校でトップクラス、

高校は地域のトップ校、 大学は難

関国公立大学や医学部を目指すな

ら、 小学生のうちにどれだけ頭を鍛

えられるかが勝負です。 中学入学

後、 難関中学を受験したものの今

一歩合格に届かなかったレベルの子

と対等に戦い、 難関私立 ・国立高

校出身者が大半を占める、 難関国

公立大学や医学部の受験生の中で

合格を勝ち取るには、 同じ程度に

思考力を鍛えておくしかないからで

す。 小学校６年生までに、 中学生

になっても使える 「考える道筋の作

り方」 を会得して、 これからの学習

の素地をつくりませんか。

冬期講習生募集中 小学校２年生～高校３年生
＊小学校１年生は冬期講習を実施いたしませんので、
通常授業へのご参加となります。

お子様に思考力はつけたいけれど、 灘学習院の授業がどんなものかがわからない、 とい

う方は、 灘学習院の S クラス特訓の思考授業を見学してみませんか？　当日は子どもたち

と同じ教材で同じ授業を受けていただき、思考授業の空気を感じ取っていただけます。 今、

お子様が他塾に通われている方でも大歓迎です。

灘学習院の授業を見学してみませんか？

お申込み ・お問合せは事務本部

0120-34-0310 まで。
見学していただくにあたり、

一定の条件がありますことを

予めご了承ください。


